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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】
 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次 第21期 第22期 第23期 第24期 第25期

決算年月 2022年３月 2023年３月 2024年３月 2025年３月 2026年３月

売上高 (千円) 240,412 260,156 243,399 341,495 332,716

経常利益 (千円) 290,280 61,761 33,327 38,842 74,246

当期純利益 (千円) 291,326 54,245 31,719 34,728 64,044

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数 (株)
普通株式 47,800

 

普通株式 47,800
 

普通株式 47,800
 

普通株式 47,800
 

普通株式 47,800
 

優先株式 8,064
 

優先株式 8,064
 

優先株式 8,064
 

優先株式 8,064
 

優先株式 8,064
 

純資産額 (千円) 4,463,888 4,518,134 4,549,853 4,584,582 4,648,627

総資産額 (千円) 4,685,067 4,702,411 4,802,631 4,877,088 4,978,135

１株当たり純資産額 (円) △235,727.31 △234,600.89 △233,945.74 △233,227.63 △231,896.22

１株当たり配当額
（１株当たり中間配当額）

(円)

普通株式 ―
 

普通株式 ―
 

普通株式 ―
 

普通株式 ―
 

普通株式 ―
 

優先株式 ―
 

優先株式 ―
 

優先株式 ―
 

優先株式 ―
 

優先株式 ―
 

(―) (―) (―) (―) (―)

１株当たり当期純利益 (円) 6,086.26 1,126.41 655.14 718.11 1,331.41

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 95.3 96.1 94.7 94.0 93.4

自己資本利益率 (％) 6.7 1.2 0.7 0.8 1.4

株価収益率 (倍) ― ― ― ― ―

配当性向 (％) ― ― ― ― ―

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 100,117 96,348 31,147 50,920 101,833

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △57,899 △166,851 △125,076 △101,470 △172,864

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,666 △5,089 44,094 74,865 37,776

現金及び現金同等物
の期末残高

(千円) 186,185 110,593 60,758 85,073 51,819

従業員数
（ほか、平均臨時
雇用者数）

(名)
1 1 1 1 1

(―) (―) (―) (―) (―)

株主総利回り (％) ― ― ― ― ―
（比較指標：―） (％) (―) (―) (―) (―) (―)

最高株価 (円) ― ― ― ― ―

最低株価 (円) ― ― ― ― ―
 

(注) １　持分法を適用した場合の投資利益については、損益等に与える影響がないため記載しておりません。
２　潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、潜在株式がないため記載しておりません。
３　株価収益率、株主総利回り、比較指標、最高株価及び最低株価は、当社株式が非上場であり、株価が把握で

きませんので、記載しておりません。
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２ 【沿革】
 

年月 概要

2001年７月
 
 

ゴルフ場事業を目的として、愛知県東加茂郡に㈱セントクリークゴルフクラブを設立。リゾートト
ラスト㈱が当社の株式を100％出資。
発行済株式数20,000株、資本金10億円とした。

2001年８月 ジャパンクラシック㈱よりセントクリークゴルフクラブの運営受託開始。

2002年３月 優先株式124億円を第三者割当とし発行した。

2002年11月 優先株式７億円を第三者割当とし発行した。

2003年10月
 

普通株式・優先株式共に１株に対し２株の割合で株式分割を行い、発行済株式数が46,752株とな
り、内普通株式が40,000株、優先株式が6,752株に増加。

2004年７月 普通株式１億円、優先株式23億円を第三者割当とし発行した。

2004年７月 親会社であったリゾートトラスト㈱が、当社株式の一部を譲渡し、その他の関係会社とした。

2004年８月 ㈱グレイスヒルズカントリー倶楽部を関連会社とした。

2005年３月 ㈱オークモントゴルフクラブを関連会社とした。

2005年９月 優先株式１億円を第三者割当とし発行した。

2005年９月
 

㈱グレイスヒルズカントリー倶楽部は、当社のその他の関係会社であるリゾートトラスト㈱への借
入金の返済により、当社の実質的な影響力がなくなり関連会社に該当しなくなった。

2006年７月 ㈱メイプルポイントゴルフクラブを関連会社とした。

2007年７月
 

関連会社であった㈱オークモントゴルフクラブの株式の一部を譲渡し、当社の関連会社でなくなっ
た。

2020年４月 リゾートトラストゴルフ事業㈱へゴルフ場の運営を委託。
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３ 【事業の内容】

当社グループは、当社、その他の関係会社（リゾートトラスト株式会社）、関連会社（株式会社メイプルポイント

ゴルフクラブ）で構成しており、当社はゴルフ場の管理を行っております。なお、その他の関係会社の子会社である

リゾートトラストゴルフ事業株式会社にゴルフ場の運営を委託しております。

当社及び当社の関係会社の事業における当社及び関係会社の位置付けは、次のとおりであります。
 

 
ゴルフ場の概況は次のとおりであります。

ゴルフ場名 セントクリークゴルフクラブ

所　在　地 愛知県豊田市月原町黒木１番地１

施　　　設 コース：27ホール

 その他：クラブハウス他諸施設
 

 
４ 【関係会社の状況】

 

名称 住所
資本金
(千円)

主要な事業
の内容

議決権の所有

又は被所有割(％)
関係内容

所有
割合

被所有
割合

(その他の関係会社）

リゾートトラスト㈱
(注)１、２、４

― ― ― ― ― ―

(関連会社）

㈱メイプルポイント
ゴルフクラブ
(注）１、３

山梨県
上野原市

100,000
メイプルポイントゴルフ
クラブの運営

14.2 ― 役員の兼任等…有

 

(注) １　有価証券報告書の提出会社であります。
２　持分は100分の20未満ですが、実質的な影響力を受けているためその他の関係会社としております。
３　持分は100分の20未満ですが、実質的な影響力を持っているため関連会社としております。
４　リゾートトラスト株式会社の状況については、「第５ 経理の状況　１ 財務諸表等　(1) 財務諸表　注記事

項　（関連当事者情報）」において記載しているため、記載を省略しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において、当社が判断したものであります。

 
リゾートトラストグループの「経営理念」は『私たちリゾートトラストグループは新天地開拓を企業精神として

「信頼と挑戦」「ハイセンス・ハイクオリティ」「エクセレントホスピタリティ」を追求し、お客様のしなやかな生

き方に貢献します』と定めております。さらに経営理念を社員一人ひとりに浸透していくために各事業で「行動規

範」と「目指す姿」が定められております。

ゴルフ事業では「私たちが第一に考えるお客様とは、ゴルフを愛する皆様です。」を行動規範とし、「唯一無二の

一流ゴルフ事業集団」を目指す姿としております。

当社の経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標は経常利益でありますが、安定的な黒字化を達成す

ることを経営上の目標としておりますので、具体的な目標経常利益額の公表はいたしておりません。

当事業年度におけるわが国の経済は、深刻な人手不足や国際情勢の混乱による物価高などの影響を受け、先行き不

透明な推移を辿りました。ゴルフ業界におきましても、諸コストの上昇や、異常気象による来場動向の変化など、厳

しい経営状況に終始いたしました。

こうした中、当社は事業の継続と競争力の強化を最優先課題に掲げ、施設の老朽化対策や災害への備えに万全を期

すとともに、快適性と安全性を高めるための投資を重点的に実施してまいりました。これらは、質の高いサービスを

安定してお届けするために欠かせないものであり、中長期的な収益拡大に寄与するものと考えております。

日本経済の見通しにつきましては、所得の改善や個人消費の持ち直しが期待される一方、地政学リスクや金利上

昇、人手不足に伴うコスト増加など、依然として予断を許さない局面が続くものと予想されます。

当社といたしましては、市場の潮流に柔軟に適応し、持続的成長に向けた中長期的な戦略投資を推し進め、施設価

値の最大化に全力を尽くしてまいります。

当事業年度より着手した「新世代ベントグラスへの転換計画」を３ヵ年計画に基づき着実に推進し、異常気象に屈

しない高品質なコースコンディションを追求してまいります。さらに、無人自動芝刈り機など最新のデジタル技術の

導入による管理業務の省力化を加速させ、諸コスト高騰に左右されない、強靭な事業基盤の確立を図ってまいりま

す。

これらの取り組みを通じて、サービス品質の維持とブランド力の向上を両立させ、「選ばれ続けるゴルフ場」とし

ての地位を確固たるものにすべく、邁進してまいる所存です。

 
２ 【サステナビリティに関する考え方及び取組】

当社のサステナビリティに関する考え方及び取組は、次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

 
(1) ガバナンス

当社のガバナンスについては、「第４ 提出会社の状況　４ コーポレート・ガバナンスの状況等　(1) コーポ

レート・ガバナンスの概要」をご参照ください。

 
(2) 戦略

世界的な環境破壊、異常気象の多発、資源の枯渇など急速に進む中、当社では以下のとおりCO2排出量削減に取り

組み環境負荷の低減を図っております。

1.ゴルフ場内の樹木を始めとした、天然資源の維持管理

2.照明器具のＬＥＤ化、省エネ器具の導入

3.太陽光発電設備の設置

 
人材の育成及び社内環境整備に関する方針、戦略

当社における、人材の多様性の確保を含む人材の育成に関する方針及び社内環境整備に関する方針は、当社はゴ

ルフ場の運営、経理総務業務、年会費の集金及び管理業務をリゾートトラストゴルフ事業株式会社に委託してお

り、従業員が１名であることから該当事項はありません。

 
(3) リスク管理

当社のリスク管理については、「第２ 事業の状況　３ 事業等のリスク」をご参照ください。

 

EDINET提出書類

株式会社セントクリークゴルフクラブ(E04723)

有価証券報告書

 5/45



 

(4) 指標及び目標

当社の指標及び目標については、「第２ 事業の状況　１ 経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」をご参照

ください。

 
人材の育成及び社内環境整備に関する方針に関する指標の内容並びに当該指標を用いた目標及び実績、指標及び目

標

当社は、上記「(2) 戦略」において記載したとおり、人材の育成及び社内環境整備に関する方針、戦略を作成し

ていないため、具体的な指標や目標はありません。

 
３ 【事業等のリスク】

有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が財政状態、経営成績及び

キャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主要なリスクは、以下のとおりであり

ます。

なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

 
(1) 当社関係会社との取引について

当社は、リゾートトラスト株式会社の100％出資子会社であるリゾートトラストゴルフ事業株式会社との間で、セ

ントクリークゴルフクラブの運営に関し運営委託契約を締結しています。同ゴルフクラブの運営全般、施設の管理

及び会員管理の業務を委託しておりますので、将来契約の更新ができない場合において、事業の継続性に重要な影

響を及ぼす可能性があります。

 
(2) 営業保証金について

事業運営に際し、ジャパンクラシック株式会社に対し、運営受託契約に基づく営業保証金（2026年３月末日現

在、貸倒引当金控除前16,425,900千円）の差入れ及びその担保として、受託資産に対し根抵当権を設定しておりま

す。今後の経済情勢によっては、差入れた営業保証金の一部が追加して担保できないことがあります。

 
(3) 減損会計について

当社の固定資産に対して減損処理が必要であると判断された場合、当社の財政状態及び経営成績に重要な影響を

及ぼす可能性があります。

 
(4) 情報漏洩について

当社は、事業活動を通じて会員情報やリゾートトラストグループの営業秘密等、多くの情報資産を保有しており

ます。それらの情報管理については、当社及び運営委託会社等の社員への情報セキュリティ教育の実施、サイバー

攻撃に対応するソフトウエアやメール誤送信防止システムの導入等の対策を講じております。しかしながら、サイ

バー攻撃、不正アクセス、コンピューターウイルスの侵入、事故等により、万一情報漏洩が発生した場合には、社

会的信用の失墜、損害賠償請求等により当社の事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。
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４ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績等の状況の概要

当事業年度における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下、「経営成績等」という）の状況

の概要は次のとおりであります。

 
① 財政状態及び経営成績の状況

当事業年度におけるわが国の経済は、深刻な人手不足や国際情勢の混乱による物価高などの影響を受け、先行き

不透明な推移を辿りました。ゴルフ業界におきましても、諸コストの上昇や、異常気象による来場動向の変化な

ど、厳しい経営状況に終始いたしました。

こうした中、当社は事業の継続と競争力の強化を最優先課題に掲げ、施設の老朽化対策や災害への備えに万全を

期すとともに、快適性と安全性を高めるための投資を重点的に実施してまいりました。これらは、質の高いサービ

スを安定してお届けするために欠かせないものであり、中長期的な収益拡大に寄与するものと考えております。

具体的な施策といたしましては、グリーンの酷暑対策として、ミスト付き１基を含むグリーンファン13基を新設

したほか、耐暑性に優れた新世代ベントグラス「ピュアディスティンクション」への草種転換を図る３ヵ年計画の

改修工事に着手いたしました。本計画は、１ヵ年毎に10月から翌４月までの期間において、９ホールずつグリーン

の草種を転換するものです。なお、工事期間中もテンポラリーグリーンの運用により、間断なくご利用いただける

よう措置を講じております。あわせて、施設運営の根幹である水源確保に向けた井戸の新設とインフラ整備を行

い、安定的な供給体制を構築するなど、将来にわたるコース品質のさらなる高質化に注力してまいりました。

このほか、クーラー付カートの増車に加え、最新の自動減速・停止システム搭載カートへの更新、及びＳＯＵＴ

Ｈコースのカート道誘導線の入れ替えを行ったことにより、走行トラブルを抑制し、安全かつ快適なプレーフィー

ルドを供しております。

また、食の安全を支える要として厨房設備を見直し、プレハブ冷凍・冷蔵庫を刷新することで、徹底した衛生管

理を実践しております。

以上の結果、当事業年度の経営成績は以下のとおりとなりました。

当社がリゾートトラストゴルフ事業株式会社に運営委託しているセントクリークゴルフクラブの業況は、当事業

年度の来場者数51,040名（前期比8,302名減）となりました。会員来場者数は3,302名減少の29,062名（前期比

10.2％減）、ゲスト来場者数は5,000名減少の21,978名（前期比18.5％減）となりました。

当事業年度の来場者数が減少した主な要因は、グリーンのコンディション不良に伴う営業制限、及び顧客満足度

の低下にあります。前事業年度に発生したグリーンへのダメージは、回復に想定以上の時間を要し、シーズンイン

までの修復が叶いませんでした。加えて、当夏季におきましても酷暑によるダメージが再発したため、満足度の低

下がコンペや同伴ゲストの来場数減少を招く一因となりました。こうした事態を重く受け止め、当社では根本的な

解決を図るべく、３ヵ年にわたるグリーン転換計画を策定いたしました。本計画に基づく工事により、10月以降は

ＷＥＳＴ・ＳＯＵＴＨの18ホールを通常営業としたものの、ＥＡＳＴコースがテンポラリーグリーンでの運用とな

る制約も重なり、当事業年度の来場者数は大幅に伸び悩む結果となりました。

当社の売上高は、年会費収入とリゾートトラストゴルフ事業株式会社からの運営委託手数料等で構成されており

ます。当事業年度における年会費収入は148,495千円（前期比0.4％減)、運営委託手数料は181,000千円（前期比

4.2％減)、売上高は332,716千円（前期比2.6％減）となりました。

一方で販売費及び一般管理費は333,328千円（前期比2.4％減）となり、営業損失は612千円（前期、営業損失94千

円)となりました。前事業年度はジャパンクラシック株式会社への営業差入保証金に対する貸倒引当金の戻し入れが

41,500千円ありましたが、当事業年度は78,500千円の戻し入れとなり経常利益は74,246千円（前期比91.1％増)、当

期純利益は64,044千円（前期比84.4％増）となりました。

前事業年度末に比べ、資産は101,046千円増加の4,978,135千円、負債は37,001千円増加の329,507千円、純資産は

64,044千円増加の4,648,627千円となりました。

 
② キャッシュ・フローの状況

当社の資金状況は、当事業年度における現金及び現金同等物は前事業年度に比べ33,254千円減少し51,819千円と

なっております。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における営業活動による資金の増加は101,833千円（前事業年度は50,920千円の増加）となりました。

これは、税引前当期純利益が73,162千円、減価償却費が65,306千円であったこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における投資活動による資金の減少は172,864千円（前事業年度は101,470千円の減少）となりまし

た。これは、有形固定資産の取得による支出が172,864千円であったことによるものです。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における財務活動による資金の増加は37,776千円（前事業年度は74,865千円の増加）となりました。

これは、長期借入れによる収入50,000千円があったこと等によるものです。

 
③ 生産、受注及び販売の実績

当社はゴルフ場の管理を行っている会社のため、生産実績及び受注実績については該当事項はありません。

販売実績

区分

前事業年度
（自　2024年４月１日
　　至　2025年３月31日）

当事業年度
（自　2025年４月１日
　　至　2026年３月31日）

金額(千円) 前年同期比(％) 金額(千円) 前年同期比(％)

運営委託契約等による手数料収入 189,000 24.7 181,000 △4.2

年会費収入 149,134 66.3 148,495 △0.4

その他 3,361 57.1 3,221 △4.2

合計 341,495 40.3 332,716 △2.6
 

(注)　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合

相手先

前事業年度
（自　2024年４月１日
　　至　2025年３月31日）

当事業年度
（自　2025年４月１日
　　至　2026年３月31日）

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

リゾートトラストゴルフ事業㈱ 189,000 55.3 181,000 54.4
 

 
(2) 経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において判断したものであります。

 
① 財政状態及び経営成績の状況に関する認識及び分析・検討内容

当社の経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標の経常利益は74,246千円となり、経営上の目標で

ある黒字を達成しております。

資産合計は、4,978,135千円となり、前事業年度と比べて101,046千円の増加となりました。これは主に構築物が

81,045千円増加したこと等によるものです。

負債合計は、329,507千円となり、前事業年度と比べて37,001千円の増加となりました。これは主に長期借入金が

50,000千円増加したこと等によるものです。

純資産合計は、4,648,627千円となり、前事業年度と比べて64,044千円の増加となりました。これは当期純利益を

64,044千円計上したことによるものです。

経営成績については「第２ 事業の状況　４ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析　(1) 経営成績等の状況の概要　① 財政状態及び経営成績の状況」をご参照ください。

経営成績に重要な影響を与える要因については、「第２ 事業の状況　３ 事業等のリスク」をご参照ください。

 
② キャッシュ・フローの状況の分析、検討内容並びに資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当社の資本の財源及び資金の流動性については、既存施設の維持・管理を目的とした設備投資に必要な資金及び

その他の所用資金には手元資金を充当することを基本的な方針とし、必要に応じてグループ会社からの借入等によ

る資金調達を行うこととしております。

なお、当事業年度末における有利子負債の残高は281,015千円、現金及び現金同等物の残高は51,819千円となって

おります。キャッシュ・フローについては、「第２ 事業の状況　４ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況の分析　(1) 経営成績等の状況の概要　② キャッシュ・フローの状況」をご参照ください。

 
③ 重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当社財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成しております。この財

務諸表の作成にあたって必要と思われる見積りは合理的な基準に基づいて実施しておりますが、これらの見積り及

び仮定に基づく数値は実際の結果と異なる可能性があります。財務諸表の作成にあたって用いた会社の見積り及び

仮定のうち、重要なものは「第５ 経理の状況　１ 財務諸表等　(1) 財務諸表　注記事項　（重要な会計上の見積

り）」に記載のとおりであります。
 

EDINET提出書類

株式会社セントクリークゴルフクラブ(E04723)

有価証券報告書

 8/45



 

５ 【重要な契約等】
 

相手先の名称 契約内容 契約期間

ジャパンクラシック㈱ セントクリークゴルフクラブの運営受託契約
2025年４月１日より
2026年３月31日まで(注)

リゾートトラストゴルフ事業㈱

経理総務業務の委託及び経営指導の委託
2025年４月１日より
2026年３月31日まで(注)

セントクリークゴルフクラブの運営委託契約
2025年４月１日より
2026年３月31日まで(注)

年会費の集金及び管理業務の代行契約
2025年４月１日より
2026年３月31日まで(注)

 

(注)　以降１年毎に自動更新いたします。

 
６ 【研究開発活動】

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【設備投資等の概要】

当事業年度における設備投資は、178,354千円となりました。主として井戸45,684千円等によるものであります。

 
２ 【主要な設備の状況】

2026年３月31日現在

事業所名
（所在地）

設備の
内容

帳簿価額(千円)
従業員
数
(名)

建物及び
構築物

機械装置
及び
運搬具

工具、器具
及び備品

コース勘定 リース資産 合計

セントクリークゴルフクラブ
（愛知県豊田市月原町）

ゴルフ場 370,376 104,434 6,247 35,310 83,861 600,230 1
 

(注) １　現在休止中の主要な設備はありません。
２　上記のほか、当社が運営を受託しているセントクリークゴルフクラブのゴルフ場施設はジャパンクラシック
株式会社が所有・管理しており、その設備内容は以下のとおりです。

2026年３月31日現在

事業所名
（所在地）

設備の
内容

帳簿価額(千円)

建物及び
構築物

機械装置
及び
運搬具

工具、器具
及び備品

立木 コース勘定
土地

(面積千㎡)
合計

セントクリーク
ゴルフクラブ
（愛知県豊田市
月原町）

ゴルフ場 130,434 0 0 290,739 3,630,307
715,952
(679)

4,767,435

 

(注)　ジャパンクラシック株式会社に対し運営受託手数料として97,000千円を支払っております。

 
３ 【設備の新設、除却等の計画】

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 75,000

優先株式 20,000

計 95,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
事業年度末現在
発行数(株)

（2026年３月31日）

提出日現在
発行数(株)

（2026年６月29日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引

業協会名
内容

普通株式 47,800 47,800 非上場
完全議決権株式であり権利内容に
何ら限定のない当社における標準
となる株式(注)１、４

優先株式 8,064 8,064 同上
優先的配当を受ける権利を有する
株式(注)２、３、４

計 55,864 55,864 ― ―
 

(注) １　普通株式の内容
(1) 完全議決権株式であり権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式です。
(2) 普通株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければなりません。
２　優先株式の内容
(1) 普通株式に優先して、１株につき年50円を限度として利益配当金（以後「優先配当金」という）を受けま
す。

(2) 優先配当金が支払われた後の残余の利益に対しては、配当を受ける権利を有しません。
(3) 優先配当金の全部、又は一部が支払われていないときは、その不足額を翌営業年度以降に累積し、累積し
た不足額については、優先配当金に先立ってこれを受けるものとします。

(4) 優先株式の株主は、その所有する優先株式については、株主総会における議決権を有しないものとしま
す。ただし、下記の場合を除くものとします。
ア) 定時総会において累積的優先株式の優先配当金の全部又は一部が支払われない旨の決議があり、なお且

つ次の定時総会に累積的優先配当金が支払われる旨の議案が提出されないときはその定時総会の時か
ら、議決権を有します。

イ) 定時総会において累積的優先株式の優先配当金の全部又は一部が支払われない旨の決議があり、なお且
つ次の定時総会に累積的優先配当金が支払われる旨の議案が提出されたが否決されたときはその定時総
会終結の時から、議決権を有します。

(5) 優先株式の株主は、当社の残余財産の分配につき、その優先株式１株につき195万円を限度として、普通株
式の株主に優先して分配を受けます。

(6) 優先株式の株主は、(5)の優先分配が行なわれた後の残余財産に対しては、分配を受ける権利を有しませ
ん。

(7) 優先株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければなりません。
(8) 優先的配当を受ける権利を有する株式です。
３　当社は、定款の定めにより優先株式を引き受ける者の募集について、優先株式の種類株主を構成員とする種
類株主総会の決議を要しないものとします。

４　当社は、単元株制度を採用していません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
③ 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2016年６月20日
(注)

―

55,864
（普通株式
47,800
優先株式
8,064）

― 100,000 △115,460 3,925,727

 

(注)　資本準備金の減少は欠損填補によるものであります。

 
(5) 【所有者別状況】

普通株式

2026年３月31日現在

区分

株式の状況
単元未満

株式の状況

(株)
政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等 個人
その他

計
個人以外 個人

株主数(人) ― ― ― 78 ― ― 381 459 ―

所有株式数(株) ― ― ― 18,082 ― ― 29,718 47,800 ―

所有株式数
の割合(％)

― ― ― 37.8 ― ― 62.2 100.0 ―
 

 
優先株式

2026年３月31日現在

区分

株式の状況
単元未満

株式の状況

(株)
政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等 個人
その他

計
個人以外 個人

株主数(人) ― 3 3 628 ― ― 2,097 2,731 ―

所有株式数(株) ― 12 12 2,447 ― ― 5,593 8,064 ―

所有株式数
の割合(％)

― 0.1 0.1 30.4 ― ― 69.4 100.0 ―
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(6) 【大株主の状況】

2026年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式(自己
株式を除く。)の
総数に対する所有
株式数の割合(％)

岡崎クラシック㈱ 愛知県岡崎市岩中町１
6,592
(6)

11.8
(0.0)

多治見クラシック㈱ 岐阜県多治見市小名田町１
3,104
(4)

5.6
(0.0)

リゾートトラスト㈱ 名古屋市中区東桜２-18-31
2,476
(86)

4.4
(0.2)

㈲テラシマ企画 愛知県岡崎市稲熊町字赤松１-22
156
(―)

0.3
(―)

㈱永光 愛知県岡崎市大和町上河原18-１
156
(―)

0.3
(―)

㈱ワークプラス 名古屋市港区神宮寺１-104
82
(4)

0.1
(0.0)

㈱オフィス青山 愛知県尾張旭市大塚町３-６-６
82
(4)

0.1
(0.0)

N'sF㈲ 愛知県岡崎市竜美東１-３-29
82
(4)

0.1
(0.0)

㈲K'z medicine cabinet 名古屋市緑区浦里４-102-１
79
(1)

0.1
(0.0)

㈱トスコ 名古屋市中村区則武１-７-13
79
(1)

0.1
(0.0)

㈱森部重量 愛知県あま市七宝町遠島七反田524-39
79
(1)

0.1
(0.0)

計 －
12,967
(111)

23.2
(0.2)

 

(注)　(内書)は、優先株式の株式数及び割合であります。なお、優先株式は全て議決権が発生しているため、所有議
決権数別の記載は省略しております。

 
(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2026年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他）

普通株式 47,800
 

47,800 ―

優先株式 8,064
 

8,064
優先株式の内容は「１ 株式等の状
況　(1) 株式の総数等　② 発行済株
式」の注記に記載しております。

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 55,864 ― ―

総株主の議決権 ― 55,864 ―
 

 
② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 
２ 【自己株式の取得等の状況】

 

【株式の種類等】　　　　　該当事項はありません。
 

 
(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 
(2) 【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

 
(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

該当事項はありません。

 
３ 【配当政策】

当社の配当政策における基本的な考え方は、株主の皆様により良いゴルフ場及びその附帯施設での快適なプレー環

境を提供することで、利益の還元を図っていくこととさせていただいております。

今後、現業の基盤を固めると共に、利益構造の強化を図るため、当期は配当を実施しないこととなりました。

内部留保資金につきましては、ゴルフ場保全資金に充当いたします。

なお、当社の剰余金の配当は、期末配当のみの年１回を基本的な方針としております。期末配当の決定機関は株主

総会であります。

 
４ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの概要】

当社では、会員をはじめとするステークホルダーに対してより高い価値を提供することを使命と考えており、

コーポレート・ガバナンスは新しい価値を創造し企業価値を増大させていくためのシステムであると位置付け、そ

の充実・強化に努めております。

 
① 会社の機関の内容

当社は、毎月開催する取締役会において、取締役の合議により、経営に関する基本方針や重要な業務執行の決定

を行っており、決定された経営方針に基づく計画その他の業務執行については、迅速かつ円滑に実行できる体制づ

くりを行っています。また、監査役は、会計に関するものに限り、監査方針に基づき監査業務を遂行しておりま

す。

 
② 内部統制システムの整備の状況

当社では、役職員一人一人が高い倫理観を持つことでコンプライアンス体制の強化を積極的に行っております。

また、内部統制の有効性についてその他の関係会社であるリゾートトラスト株式会社の内部監査部門である監査部

により検証が行われ、監査人とも連携し、監査の実効性を確保しております。

 
③ リスク管理体制の整備の状況

当社は、業務に関わる全てのリスクについて適切に管理する体制の整備に取り組んでおります。リスクの共通認

識を図るため全取締役が中心となり、リスクの現状分析をし、課題を明確にし、今後の対応策について検討を行っ

ております。

 
④ 役員報酬の内容

取締役に支払われた報酬の総額は、600千円であります。

監査役に支払われた報酬はありません。

 
⑤ 取締役の員数

当社の取締役は15名以内とする旨を定款で定めております。

 
⑥ 取締役の選任の決議要件

当社は、取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席

し、その議決権の過半数をもって行う旨及び選任決議は、累積投票によらない旨を定款で定めております。

 
⑦ 株主総会の特別決議要件

当社は、株主総会の決議の方法について、株主総会の円滑な運営を行うため、会社法第309条第２項に定める決議

は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以

上をもって行う旨を定款で定めております。
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⑧ 種類株式の状況

当社は、資金調達を柔軟かつ機動的に行うための選択肢の多様化を図り、適切な資本政策を実行することを可能

とするため、会社法第108条第１項第３号に定める内容（いわゆる議決権制限）について普通株式と異なる定めをし

た優先株式を発行しております。

 
⑨ 役員等賠償責任保険契約（Ｄ＆Ｏ保険）

当社は会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被保険者が会社

の役員としての業務につき行った行為（不作為を含む。）に起因して損害賠償請求がなされたことにより、被保険

者が被る損害賠償金や争訟費用等を当該保険契約により填補することとしております。保険料は全額当社が負担し

ております。なお、贈収賄などの犯罪行為や意図的に違法行為を行った役員自身の損害等は補償対象外とすること

により、役員等の職務の執行の適正性が損なわれないように措置を講じております。

 
⑩ 取締役会の活動状況

イ．取締役会の開催状況等

当事業年度において当社は、取締役会を年間13回開催しており、個々の取締役の出席状況は次のとおりであ

ります。

役職名 氏名
取締役会

開催回数 出席回数

代表取締役 是枝　昌和 13回 13回

取締役 伏見　有貴 13回 13回

取締役 夏目　　稔 13回  2回

取締役 宮本　眞剛 13回 13回
 

 
ロ．具体的な検討内容

主に株式譲渡の承認や決算に関する承認等重要な業務執行の決定を行っております。
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(2) 【役員の状況】

① 役員一覧

男性７名　女性―名　（役員のうち女性の比率―％）

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
(株)

代表取締役
社長

是　枝　昌　和 1962年７月８日生

2005年８月 リゾートトラスト㈱入社
2020年４月 同社ホテル＆リゾート本部東日本事業部長

2022年４月 同社ホテル＆ゴルフ本部ゴルフ事業部長（現任）

2022年６月 当社代表取締役就任（現任）

(注)１
―
(―)

取締役 伏　見　有　貴 1965年８月19日生

2009年６月 ㈱ＣＩＣＳ代表取締役就任（現任）

2014年６月 ㈱東京ミッドタウンメディスン代表取締役就任
（現任）

2015年６月 ㈱ハイメディック代表取締役就任（現任）

2018年４月 リゾートトラスト㈱代表取締役社長兼ＣＯＯ
（最高執行責任者）就任（現任）

2019年９月 ㈱シニアライフカンパニー代表取締役就任
（現任）

2021年６月 当社取締役就任（現任）

2026年４月
 

アール・ティー・ファーム㈱代表取締役就任
（現任）

(注)１
―
(―)

取締役 夏　目　　　稔 1940年９月10日生
1978年12月 ㈱レッツ設立同社代表取締役就任（現任）
2001年７月 当社取締役就任（現任）

(注)１
4
(4)

取締役 宮　本　眞　剛 1966年９月29日生

1990年２月 ジャパンクラシック㈱入社
2002年５月 当社入社
2020年４月 リゾートトラストゴルフ事業㈱入社

2021年10月 同社セントクリークゴルフクラブ支配人（現任）

2022年６月 当社取締役就任（現任）

(注)１
―
(―)

取締役 小　林　典　道 1966年５月７日生

2000年３月 リゾートトラスト㈱入社

2018年４月 同社ホテル＆レストラン本部業務推進担当執行役
員

2018年４月 同社ホテル＆ゴルフ本部西日本事業部執行役員
（現任）

2026年６月 当社取締役就任（現任）

(注)１
―
(―)

監査役 平　野　幹　晴 1970年３月23日生
1993年４月 リゾートトラスト㈱入社
2019年７月 同社経理部長（現任）
2023年６月 当社監査役就任（現任）

(注)２
―
(―)

監査役 滝　　　典　將 1967年10月20日生
1995年10月 リゾートトラスト㈱入社
2020年４月 同社経理部グループ会社管理課長（現任）
2023年６月 当社監査役就任（現任）

(注)２
―
(―)

計
4
(4)

 

(注) １　取締役の任期は、2026年３月期に係る定時株主総会終結の時から2028年３月期に係る定時株主総会終結の時
までであります。

２　監査役の任期は、2023年３月期に係る定時株主総会終結の時から2027年３月期に係る定時株主総会終結の時
までであります。

３　「所有株式数」欄の(内書)は、議決権を有している優先株式の数であります。

 
② 社外役員の状況

当社は社外役員はおりません。

 
(3) 【監査の状況】

① 監査役監査の状況

当社は監査役制度を採用しておりますが、会社法上の「大会社である公開会社」には該当しないため、監査役会

を設置しておらず、また、常勤の監査役はおりません。

当社の監査役は２名であり、監査役監査は定款第28条に定めるところにより監査の範囲を会計に関するものに限

定しております。

各監査役は、取締役等から当事業年度の会計に関する職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて取締役

会に出席し、会計に関する重要な決裁書類や会計帳簿及びこれに関する資料を閲覧すること等により監査しており

ます。また、会計監査業務を執行した公認会計士より監査計画の説明及び監査結果の報告を受けております。

 
② 内部監査の状況

当社は特に内部監査組織は設けておりませんが、取締役支配人が業務全般に亘って管理監督を行っております。

なお、その他の関係会社であるリゾートトラスト株式会社の内部監査部門である監査部により業務監査が行われ、

その結果を当社の代表取締役に報告する仕組みであり、また、監査役及び監査人とも連携することで監査の実効性

を確保しております。
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③ 会計監査の状況

当社の会計監査業務を執行した公認会計士は、篠藤敦子であります。当社の会計監査業務に係る補助者は、公認

会計士７名、その他１名であります。なお、継続監査期間は10年間であります。また、監査証明に対する審査体制

として他の公認会計士による審査を受けております。当社は監査公認会計士を監査公認会計士として独立性及び専

門性の有無、監査報酬等を総合的に勘案して選定しており、検討した結果、適任と判断しております。

 
④ 監査報酬の内容等

a. 監査公認会計士等に対する報酬
 

区分

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

提出会社 2,000 ― 2,000 ―
 

 
b. 監査公認会計士等と同一のネットワークに対する報酬（a.を除く）

該当事項はありません。

 
c. その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

該当事項はありません。

 
d. 監査報酬の決定方針

該当事項はありません。

 
(4) 【役員の報酬等】

当社は非上場でありますので、記載すべき事項はありません。

 
(5) 【株式の保有状況】

該当事項はありません。

 
５ 【従業員の状況等】

(1) 【人材戦略に関する基本方針等】

当社はゴルフ場の運営、経理総務業務、年会費の集金及び管理業務をリゾートトラストゴルフ事業株式会社に委

託しており、従業員が１名であることから該当事項はありません。

 
(2) 【従業員の状況】

① 提出会社の状況

2026年３月31日現在

従業員数(名) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(千円)
平均年間給与の対前
事業年度増減率(％)

1 ― ― ― ―
 

(注) １　従業員数は、就業人員数であります。業務を運営委託しておりますので平均年齢、平均勤続年数、平均年間
給与及び平均年間給与の対前事業年度増減率は記載しておりません。

２　当社は、ゴルフ場事業の単一セグメント・単一事業部門であるため、ゴルフ場全体での従業員数を記載して
おります。

 
② 労働組合の状況

労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第５ 【経理の状況】

 
１　財務諸表の作成方法について

当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号)に基づい

て作成しております。

 
２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度（2025年４月１日から2026年３月31日まで)

の財務諸表について、篠藤公認会計士事務所　公認会計士　篠藤敦子により監査を受けております。

 
３　連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【財務諸表等】

(1) 【財務諸表】

① 【貸借対照表】

           (単位：千円)
          前事業年度

（2025年３月31日）
当事業年度

（2026年３月31日）

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 85,073 51,819

  売掛金 8,052 10,617

  その他 2,869 12,939

  貸倒引当金 △6,413 △6,344

  流動資産合計 89,582 69,032

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 275,272 278,543

    減価償却累計額 △45,902 △62,016

    建物（純額） 229,370 216,527

   構築物 208,593 298,974

    減価償却累計額 △135,789 △145,124

    構築物（純額） 72,804 153,849

   機械及び装置 113,084 127,273

    減価償却累計額 △44,506 △57,111

    機械及び装置（純額） 68,577 70,161

   車両運搬具 63,569 85,964

    減価償却累計額 △38,979 △51,691

    車両運搬具（純額） 24,590 34,273

   工具、器具及び備品 25,010 27,690

    減価償却累計額 △19,743 △21,443

    工具、器具及び備品（純額） 5,267 6,247

   コース勘定 3,712 35,310

   リース資産 101,998 114,199

    減価償却累計額 △18,054 △30,337

    リース資産（純額） 83,943 83,861

   有形固定資産合計 488,266 600,230

  投資その他の資産   

   投資有価証券 63,411 63,411

   関係会社株式 0 0

   差入保証金 16,486,900 16,425,900

   繰延税金資産 10,274 2,407

   その他 53 53

   貸倒引当金 △12,261,400 △12,182,900

   投資その他の資産合計 4,299,239 4,308,872

  固定資産合計 4,787,506 4,909,102

 資産合計 4,877,088 4,978,135
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           (単位：千円)
          前事業年度

（2025年３月31日）
当事業年度

（2026年３月31日）

負債の部   

 流動負債   

  リース債務 10,743 13,523

  未払金 18,320 3,832

  未払法人税等 1,250 1,250

  その他 18 150

  流動負債合計 30,332 18,756

 固定負債   

  長期借入金 135,000 185,000

  リース債務 83,994 82,491

  退職給付引当金 43,179 43,258

  固定負債合計 262,173 310,750

 負債合計 292,505 329,507

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 100,000 100,000

  資本剰余金   

   資本準備金 3,925,727 3,925,727

   資本剰余金合計 3,925,727 3,925,727

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 558,855 622,900

   利益剰余金合計 558,855 622,900

  株主資本合計 4,584,582 4,648,627

 純資産合計 4,584,582 4,648,627

負債純資産合計 4,877,088 4,978,135
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② 【損益計算書】

           (単位：千円)
          前事業年度

(自 2024年４月１日
　至 2025年３月31日)

当事業年度
(自 2025年４月１日
　至 2026年３月31日)

売上高 ※１  341,495 ※１  332,716

売上総利益 341,495 332,716

販売費及び一般管理費 ※２  341,589 ※２  333,328

営業損失(△) △94 △612

営業外収益   

 受取利息 16 74

 貸倒引当金戻入額 41,138 78,568

 その他 51 39

 営業外収益合計 41,205 78,682

営業外費用   

 支払利息 ※３  2,269 ※３  3,823

 営業外費用合計 2,269 3,823

経常利益 38,842 74,246

特別損失   

 投資有価証券評価損 9,285 ―

 固定資産除却損 ※４  698 ※４  1,084

 特別損失合計 9,983 1,084

税引前当期純利益 28,858 73,162

法人税、住民税及び事業税 1,250 1,250

法人税等調整額 △7,120 7,867

法人税等合計 △5,870 9,117

当期純利益 34,728 64,044
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③ 【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

資本準備金 資本剰余金合計

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

当期首残高 100,000 3,925,727 3,925,727 524,126 524,126 4,549,853 4,549,853

当期変動額        

当期純利益    34,728 34,728 34,728 34,728

当期変動額合計 ― ― ― 34,728 34,728 34,728 34,728

当期末残高 100,000 3,925,727 3,925,727 558,855 558,855 4,584,582 4,584,582
 

 
当事業年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計
資本準備金 資本剰余金合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 100,000 3,925,727 3,925,727 558,855 558,855 4,584,582 4,584,582

当期変動額        

当期純利益    64,044 64,044 64,044 64,044

当期変動額合計 ― ― ― 64,044 64,044 64,044 64,044

当期末残高 100,000 3,925,727 3,925,727 622,900 622,900 4,648,627 4,648,627
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④ 【キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)
          前事業年度

(自 2024年４月１日
　至 2025年３月31日)

当事業年度
(自 2025年４月１日
　至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前当期純利益 28,858 73,162

 減価償却費 55,505 65,306

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,029 79

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △41,138 △78,568

 受取利息 △16 △74

 支払利息 2,269 3,823

 投資有価証券評価損益（△は益） 9,285 ―

 固定資産除却損 698 1,084

 売上債権の増減額（△は増加） 3,992 △2,564

 差入保証金の増減額（△は増加） 10,500 61,000

 その他 △11,502 △16,415

 小計 54,423 106,832

 利息の受取額 16 74

 利息の支払額 △2,269 △3,823

 法人税等の支払額 △1,250 △1,250

 営業活動によるキャッシュ・フロー 50,920 101,833

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △101,470 △172,864

 投資活動によるキャッシュ・フロー △101,470 △172,864

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 85,000 50,000

 リース債務の返済による支出 △10,134 △12,223

 財務活動によるキャッシュ・フロー 74,865 37,776

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 24,315 △33,254

現金及び現金同等物の期首残高 60,758 85,073

現金及び現金同等物の期末残高 ※１  85,073 ※１  51,819
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１　有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 関連会社株式

移動平均法による原価法

 
(2) その他有価証券

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

 
２　固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 ８～50年
 

 
(2) リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。

 
３　引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

 
(2) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。

なお、退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする

方法を用いた簡便法を適用しております。

 
４　収益及び費用の計上基準

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足する

通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

(1) 年会費収入

会員から年会費を受け取っております。年会費の受け取りに対するサービスの提供については、契約期間にわた

り均一のサービスを提供するものであるため、時の経過に応じて履行義務が充足されると判断しており、役務を提

供する期間にわたり収益を認識しております。

 
(2) 運営委託契約等による手数料収入

リゾートトラストゴルフ事業株式会社にゴルフ場の運営を委託しており、当社ゴルフ場に関する営業上の売上及

び営業費用は、リゾートトラストゴルフ事業株式会社に帰属するものとし、当社はリゾートトラストゴルフ事業株

式会社からの運営委託による手数料を受け取っています。手数料の受け取りに対するサービスの提供については、

契約期間にわたり均一のサービスを提供するものであるため、時の経過に応じて履行義務が充足されると判断して

おり、役務を提供する期間にわたり収益を認識しております。

 
５　キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資としております。
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（重要な会計上の見積り）

当事業年度の財務諸表を作成するにあたって行った会計上の見積りのうち、当該会計上の見積りが当事業年度の翌

事業年度の財務諸表に重要な影響を及ぼすリスクが生じる可能性があるものは以下のとおりであります。

 
１　繰延税金資産の回収可能性

(1) 当事業年度の財務諸表に計上した金額

繰延税金資産の金額は、財務諸表「注記事項　（税効果会計関係）」の１に記載の金額と同一であります。

 
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

繰延税金資産は回収可能性があると判断した将来減算一時差異について計上しております。繰延税金資産の回収

可能性の見積りにあたっては、直近の取締役会等で承認された予算及び中長期計画のほか、将来減算一時差異のス

ケジューリングを考慮しております。

繰延税金資産の回収可能性は将来の課税所得の見積りや将来減算一時差異のスケジューリングに依存するため、

その見積りの前提とした条件や仮定に変更が生じた場合、翌事業年度以降の財務諸表において法人税等調整額を収

益又は費用として計上する可能性があります。

 
２　固定資産の減損

(1) 当事業年度の財務諸表に計上した金額

当事業年度において減損損失は発生しておりません。

 
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

減損の兆候がある資産又は資産グループについて、当該資産又は資産グループから得られる割引前将来キャッ

シュ・フローの総額が減損損失判定時点の帳簿価額の合計を下回る場合、減損損失判定時点の帳簿価額の合計と回

収可能価額との差額を減損損失として計上しております。減損損失の認識及び測定にあたっては、直近の取締役会

等で承認された予算及び中長期計画に基づいて将来キャッシュ・フローを算定しております。

これらの見積りの前提とした条件や仮定に変更が生じた場合、翌事業年度以降の財務諸表において減損損失の計

上が必要となる可能性があります。

 
３　貸倒引当金

(1) 当事業年度の財務諸表に計上した金額

  (千円)

 前事業年度 当事業年度

貸倒引当金（流動） 6,413 6,344

貸倒引当金（固定） 12,261,400 12,182,900
 

 
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

売上債権、差入保証金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を貸倒引当金として計上しております。貸倒懸念債

権等特定の債権の回収可能性の見積りにあたっては、直近の回収状況や取引先の財務内容等を総合的に勘案し、当

事業年度末現在における回収可能見込額を算定しております。

これらの見積りの前提とした条件や仮定に変動が生じた場合に、翌事業年度以降の財務諸表において引当金の追

加計上又は取崩しが必要となる可能性があります。
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（未適用の会計基準等）

・「リースに関する会計基準」（企業会計基準第34号　2024年９月13日）

・「リースに関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第33号　2024年９月13日）

ほか、関連する企業会計基準、企業会計基準適用指針、実務対応報告及び移管指針の改正

 
(1) 概要

国際的な会計基準と同様に、借手のすべてのリースについて資産・負債を計上する等の取扱いを定めるもの。

 
(2) 適用予定日

2028年３月期の期首より適用予定であります。

 
(3) 当該会計基準等の適用による影響

影響額は、当財務諸表の作成時において評価中であります。

 
（貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 
（損益計算書関係）

※１　顧客との契約から生じる収益

売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。顧客との契

約から生じる収益の金額は、財務諸表「注記事項　（収益認識関係）　１　顧客との契約から生じる収益を分解した

情報」に記載しております。

 
※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額並びにおおよその割合は、次のとおりであります。
 

 
前事業年度

（自　2024年４月１日
　　至　2025年３月31日）

当事業年度
（自　2025年４月１日
　　至　2026年３月31日）

　退職給付費用 1,614 千円 79 千円

　減価償却費 55,505 千円 65,306 千円

　業務委託費 139,126 千円 139,100 千円

　支払手数料 97,233 千円 97,235 千円

営繕費 35,827 千円 18,321 千円

おおよその割合     

　販売費 ― 　％ ― 　％

　一般管理費 100.0 　％ 100.0 　％
 

 
※３　各科目に含まれている関係会社に対する営業外費用は、次のとおりであります。
 

 
前事業年度

（自　2024年４月１日
　　至　2025年３月31日）

当事業年度
（自　2025年４月１日
　　至　2026年３月31日）

　支払利息 1,552 千円 1,473 千円
 

 
※４　固定資産除却損の内訳は、次のとおりであります。
 

 
前事業年度

（自　2024年４月１日
　　至　2025年３月31日）

当事業年度
（自　2025年４月１日
　　至　2026年３月31日）

　構築物 509 千円 ― 千円

　機械及び装置 188 千円 1,084 千円

　工具、器具及び備品 0 千円 ― 千円

計 698 千円 1,084 千円
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（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

１　発行済株式に関する事項
 

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 47,800 ― ― 47,800

優先株式(株) 8,064 ― ― 8,064

合計(株) 55,864 ― ― 55,864
 

 
２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

 
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 
４　配当に関する事項

該当事項はありません。

 
当事業年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）

１　発行済株式に関する事項
 

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 47,800 ― ― 47,800

優先株式(株) 8,064 ― ― 8,064

合計(株) 55,864 ― ― 55,864
 

 
２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

 
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 
４　配当に関する事項

該当事項はありません。

 
（キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであります。
 

 
前事業年度

（自 2024年４月１日
　至 2025年３月31日）

当事業年度
（自 2025年４月１日
　至 2026年３月31日）

現金及び預金 85,073 千円 51,819 千円

現金及び現金同等物 85,073 千円 51,819 千円
 

 
２　重要な非資金取引の内容

ファイナンス・リース取引に係る資産及び負債

前事業年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

新たに計上したファイナンス・リース取引に係る資産は6,448千円、負債は7,141千円であります。

 
当事業年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）

新たに計上したファイナンス・リース取引に係る資産は12,201千円、負債は13,501千円であります。
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（リース取引関係）

ファイナンス・リース取引

（借主側）

所有権移転外ファイナンス・リース取引

(1) リース資産の内容

・有形固定資産

主として太陽光発電設備（機械及び装置）及び乗車カート（車両運搬具）であります。

 
(2) リース資産の減価償却の方法

財務諸表「注記事項　（重要な会計方針）　２　固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。

 
（金融商品関係）

１　金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社は、主にゴルフ場の管理を行うための設備投資計画に照らして、必要な資金（主にグループ会社からの借入

金）を調達しております。

一時的な余剰資金についてはグループ会社へ預け入れ等を行っております。デリバティブ取引は行わない方針で

あります。

 
(2) 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。

投資有価証券は、そのほとんどがゴルフ会員権であり、市場価格の変動リスクに晒されております。

借入金は設備投資に係る資金の調達を目的としたものであり、返済期日は決算日後、最長で43年後であります。

ファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資に必要な資金の調達を目的としたものであり、償

還日は決算日後、最長で15年後であります。

 
(3) 金融商品に係るリスク管理体制

① 信用リスクの管理

当社は、取引相手ごとに期日管理及び残高管理を行うとともに、財務状況等を把握し、財務状況等の悪化等によ

る回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

 
② 市場リスクの管理

当社は、投資有価証券について、定期的に市場価格や発行体の財務状況を把握し、保有状況を適時に見直してお

ります。

 
③ 流動性リスクの管理

当社は、適時に資金繰計画を作成するなどの方法により流動性リスクを管理しております。
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２　金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

前事業年度（2025年３月31日）

 
貸借対照表計上額
（千円）

時価
（千円）

差額
（千円）

(1) 投資有価証券    

　　　その他有価証券 63,410 246,257 182,847

(2) 差入保証金 16,486,900   

　　　貸倒引当金　(※２) △12,261,400   

 4,225,500 4,225,500 ―

資産計 4,288,910 4,471,757 182,847

(1)長期借入金 135,000 135,000 ―

(2) リース債務　(※３) 94,737 90,088 △4,648

負債計 229,737 225,088 △4,648
 

(※１)　「現金及び預金」「売掛金」については、現金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に
近似するものであることから、記載を省略しております。

(※２)　差入保証金に個別計上している貸倒引当金を控除しております。
(※３)　１年内返済予定のリース債務については、リース債務に含めて表示しております。
(※４)　市場価格のない株式等は、時価開示の対象としておりません。当該金融商品の貸借対照表計上額は以下のと

おりであります。

区分 前事業年度(千円)

投資有価証券（非上場株式） 1

関係会社株式（非上場株式） 0
 

 
当事業年度（2026年３月31日）

 
貸借対照表計上額
（千円）

時価
（千円）

差額
（千円）

(1) 投資有価証券    

　　　その他有価証券 63,410 241,958 178,548

(2) 差入保証金 16,425,900   

　　　貸倒引当金　(※２) △12,182,900   

 4,243,000 4,243,000 ―

資産計 4,306,410 4,484,958 178,548

(1)長期借入金 185,000 185,000 ―

(2) リース債務　(※３) 96,015 87,031 △8,983

負債計 281,015 272,031 △8,983
 

(※１)　「現金及び預金」「売掛金」については、現金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に
近似するものであることから、記載を省略しております。

(※２)　差入保証金に個別計上している貸倒引当金を控除しております。
(※３)　１年内返済予定のリース債務については、リース債務に含めて表示しております。
(※４)　市場価格のない株式等は、時価開示の対象としておりません。当該金融商品の貸借対照表計上額は以下のと

おりであります。

区分 当事業年度(千円)

投資有価証券（非上場株式） 1

関係会社株式（非上場株式） 0
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(注１)　金銭債権の決算日後の償還予定額

前事業年度（2025年３月31日）

 
１年以内
(千円)

１年超５年以内
(千円)

５年超10年以内
(千円)

10年超
(千円)

現金及び預金 85,073 ― ― ―

売掛金 8,052 ― ― ―

合計 93,126 ― ― ―
 

 
当事業年度（2026年３月31日）

 
１年以内
(千円)

１年超５年以内
(千円)

５年超10年以内
(千円)

10年超
(千円)

現金及び預金 51,819 ― ― ―

売掛金 10,617 ― ― ―

合計 62,436 ― ― ―
 

 
(注２)　長期借入金及びリース債務の決算日後の返済予定額

前事業年度（2025年３月31日）

 
１年以内
(千円)

１年超
２年以内
(千円)

２年超
３年以内
(千円)

３年超
４年以内
(千円)

４年超
５年以内
(千円)

５年超
(千円)

長期借入金 ― ― ― ― 3,375 131,625

リース債務 10,743 10,911 7,509 5,853 4,954 54,765

合計 10,743 10,911 7,509 5,853 8,329 186,390
 

 
当事業年度（2026年３月31日）

 
１年以内
(千円)

１年超
２年以内
(千円)

２年超
３年以内
(千円)

３年超
４年以内
(千円)

４年超
５年以内
(千円)

５年超
(千円)

長期借入金 ― ― ― 4,625 4,625 175,750

リース債務 13,523 10,181 8,587 8,009 5,486 50,227

合計 13,523 10,181 8,587 12,634 10,111 225,977
 

 
３　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類し

ております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定

の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係る

インプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属する

レベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 
(1) 時価で貸借対照表に計上している金融商品

前事業年度（2025年３月31日）

該当事項はありません。

 
当事業年度（2026年３月31日）

該当事項はありません。
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(2) 時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

前事業年度（2025年３月31日）

区分
時価(千円)

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     

　その他有価証券 ― 246,257 ― 246,257

差入保証金 ― 4,225,500 ― 4,225,500

資産計 ― 4,471,757 ― 4,471,757

長期借入金 ― 135,000 ― 135,000

リース債務 ― 90,088 ― 90,088

負債計 ― 225,088 ― 225,088
 

 
当事業年度（2026年３月31日）

区分
時価(千円)

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     

　その他有価証券 ― 241,958 ― 241,958

差入保証金 ― 4,243,000 ― 4,243,000

資産計 ― 4,484,958 ― 4,484,958

長期借入金 ― 185,000 ― 185,000

リース債務 ― 87,031 ― 87,031

負債計 ― 272,031 ― 272,031
 

 
(注)　時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

投資有価証券

投資有価証券は、会員権流通市場における相場価格から算出した価格をもって時価としており、市場での取引頻度

が低く、活発な市場における相場価格とは認められないため、レベル２の時価に分類しております。

 
差入保証金

差入保証金は、貸倒懸念債権であり、回収見込額等に基づいて貸倒引当金を算定しているため、時価は貸借対照表

価額から当該貸倒引当金を控除した金額に近似していることから、当該価額をもって時価としており、レベル2に分類

しております。

 
長期借入金、リース債務

これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に割引現在価値法に

より算定しており、レベル２の時価に分類しております。なお、このうち変動金利によるものは、短期間で市場金利

を反映するため、時価は帳簿価額と近似していることから、帳簿価額を時価としております。

 
（有価証券関係）

１　その他有価証券

前事業年度（2025年３月31日）

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 
当事業年度（2026年３月31日）

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 
２　減損処理を行った有価証券

前事業年度において、有価証券について9,285千円（ゴルフ会員権9,285千円）減損処理を行っております。
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（退職給付関係）

前事業年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

１　採用している退職給付制度の概要

当社は、退職金規程に基づく退職一時金制度（非積立型制度であります。）を採用しております。

なお、当社が有する退職一時金制度は、簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算しております。

 
２　簡便法を適用した確定給付制度

(1) 簡便法を適用した制度の退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

退職給付引当金の期首残高 47,209千円

　退職給付費用 1,614千円

　退職給付の支払額 △5,644千円

退職給付引当金の期末残高 43,179千円
 

 
(2) 退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表

非積立型制度の退職給付債務 43,179千円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 43,179千円

   

退職給付引当金 43,179千円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 43,179千円
 

 
(3) 退職給付費用

簡便法で計算した退職給付費用 1,614千円
 

 
当事業年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）

１　採用している退職給付制度の概要

当社は、退職金規程に基づく退職一時金制度（非積立型制度であります。）を採用しております。

なお、当社が有する退職一時金制度は、簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算しております。

 
２　簡便法を適用した確定給付制度

(1) 簡便法を適用した制度の退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

退職給付引当金の期首残高 43,179千円

　退職給付費用 79千円

　退職給付の支払額 ―千円

退職給付引当金の期末残高 43,258千円
 

 
(2) 退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表

非積立型制度の退職給付債務 43,258千円

貸借対照表に計上された負債と資産の純
額

43,258千円

   

退職給付引当金 43,258千円

貸借対照表に計上された負債と資産の純
額

43,258千円
 

 
(3) 退職給付費用

簡便法で計算した退職給付費用 79千円
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（税効果会計関係）

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
 

 
前事業年度

（2025年３月31日）
当事業年度

（2026年３月31日）

（繰延税金資産）     

　退職給付引当金 14,866 千円 14,893 千円

　貸倒引当金（固定） 4,221,600 千円 4,194,572 千円

　投資有価証券評価損 73,593 千円 73,593 千円

　関係会社株式評価損 5,732 千円 5,732 千円

　貸倒引当金（流動） 2,191 千円 2,157 千円

　税務上の繰越欠損金(注) ２ 10,645 千円 13,439 千円

　減損損失 6,499 千円 5,809 千円

　繰延税金資産小計 4,335,128 千円 4,310,198 千円

税務上の繰越欠損金に係る評価性引
当額(注) ２ △1,060 千円 △11,709 千円

将来減算一時差異等の合計に係る評
価性引当額

△4,323,793 千円 △4,296,081 千円

　評価性引当額小計(注) １ △4,324,853 千円 △4,307,791 千円

　繰延税金資産合計 10,274 千円 2,407 千円
 

(注) １　評価性引当額が17,062千円減少しております。この減少の内容は、貸倒引当金が減少したこと等に伴う
ものであります。

２　税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額
前事業年度（2025年３月31日）

 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内

５年超 合計

税務上の繰越欠損金(a) ― ― ― ― ― 10,645 10,645千円

評価性引当額 ― ― ― ― ― △1,060 △1,060千円

繰延税金資産 ― ― ― ― ― 9,584 (b)9,584千円
 

(a) 税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。
(b) 税務上の繰越欠損金10,645千円（法定実効税率を乗じた額）の一部について繰延税金資産9,584千円
を計上しております。当該繰延税金資産を計上した税務上の繰越欠損金は、貸倒引当金繰入超過額認
容が生じたこと等によるものであり、将来の課税所得の見込みにより、回収可能と判断し評価性引当
額を認識しておりません。

 
当事業年度（2026年３月31日）

 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内

５年超 合計

税務上の繰越欠損金(c) ― ― ― ― 321 13,117 13,439千円

評価性引当額 ― ― ― ― ― △11,709 △11,709千円

繰延税金資産 ― ― ― ― 321 1,407 (d)1,729千円
 

(c) 税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。
(d) 税務上の繰越欠損金13,439千円（法定実効税率を乗じた額）の一部について繰延税金資産1,729千円
を計上しております。当該繰延税金資産を計上した税務上の繰越欠損金は、貸倒引当金繰入超過額認
容が生じたこと等によるものであり、将来の課税所得の見込みにより、回収可能と判断し評価性引当
額を認識しておりません。
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２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった

主要な項目別の内訳
 

 
前事業年度

（2025年３月31日）
当事業年度

（2026年３月31日）

法定実効税率 33.6 ％ 33.6 ％

（調整）     

住民税均等割 4.3 ％ 1.7 ％

評価性引当額の増減 △58.3 ％ △23.3 ％

その他 0.1 ％ 0.5 ％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △20.3 ％ 12.5 ％
 

 
（持分法損益等）
 

 
前事業年度

（自　2024年４月１日
　　至　2025年３月31日）

当事業年度
（自　2025年４月１日
　　至　2026年３月31日）

関連会社に対する投資の金額 0 千円 0 千円

持分法を適用した場合の投資の金額 0 千円 0 千円

持分法を適用した場合の投資利益の金額 ― 千円 ― 千円
 

 
（収益認識関係）

１　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前事業年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

 金額（千円）

年会費収入 149,134

運営委託契約等による手数料収入 189,000

その他 3,361

顧客との契約から生じる収益 341,495

外部顧客への売上高 341,495
 

 
当事業年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）

 金額（千円）

年会費収入 148,495

運営委託契約等による手数料収入 181,000

その他 3,221

顧客との契約から生じる収益 332,716

外部顧客への売上高 332,716
 

 
２　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

財務諸表「注記事項　（重要な会計方針）　４　収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

 
３　顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当事業年度末にお

いて存在する顧客との契約から翌事業年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関する情報

前事業年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

(1) 顧客との契約から生じた債権等

 (単位：千円)

 当事業年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 12,044

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 8,052
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(2) 残存履行義務に配分した取引価格

当社においては、個別の予想契約期間が１年を超える重要な取引がないため、実務上の便法を適用し、残存履行

義務に関する情報の記載を省略しております。また、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれてい

ない重要な金額はありません。

 
当事業年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）

(1) 顧客との契約から生じた債権等

 (単位：千円)

 当事業年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 8,052

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 10,617
 

 
(2) 残存履行義務に配分した取引価格

当社においては、個別の予想契約期間が１年を超える重要な取引がないため、実務上の便法を適用し、残存履行

義務に関する情報の記載を省略しております。また、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれてい

ない重要な金額はありません。

 
（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、ゴルフ場事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略して

います。

 
【関連情報】

前事業年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

１ サービスごとの情報

　当社は、ゴルフ場事業として単一のサービスを提供しております。

 
２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

　本邦以外の外部顧客への売上高がないため該当事項はありません。

 
(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 
３ 主要な顧客ごとの情報
 

顧客の名称 売上高 関連するセグメント名

リゾートトラストゴルフ事業㈱ 189,000千円 ゴルフ場事業
 

 
当事業年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）

１ サービスごとの情報

　当社は、ゴルフ場事業として単一のサービスを提供しております。

 
２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

　本邦以外の外部顧客への売上高がないため該当事項はありません。

 
(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。
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３ 主要な顧客ごとの情報
 

顧客の名称 売上高 関連するセグメント名

リゾートトラストゴルフ事業㈱ 181,000千円 ゴルフ場事業
 

 
【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 
【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 
【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

 
【関連当事者情報】

前事業年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

１　関連当事者との取引

(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等に限る。）等
 

種類
会社等の
名称
又は氏名

所在地
資本金
又は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有(被所
有)割合
(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社

リゾートト
ラスト㈱

名古屋市
中区

19,590,346

会員制リ
ゾートホテ
ル会員権の
販売、ホテ
ルの運営

(被所有)
直接 4.4
間接 0.0

リゾートト
ラストグ
ループ会社
間取引の資
金決済、
リース取引

資金決済
※１

101,630
未払金
※１

2,380

リース債務
の返済
※２

4,036
リース債
務※２

4,115

利息の支払

※２
1,552

長期リース
債務
※２

72,052

 

※１　グループ会社間取引を精算したものであります。
※２　市場価格を勘案して一般取引条件と同様に決定しております。

 
(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

該当事項はありません。

 
(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等
 

種類
会社等の
名称
又は氏名

所在地
資本金
又は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有(被所
有)割合
(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社の
子会社

リゾートト
ラストゴル
フ事業㈱
※１

名古屋市
中区

100,000
ゴルフ場
の経営

―

経理、総務
業務の委託
及び経営指
導の委託、
資金の預
入、ゴルフ
場の運営委
託及びゴル
フ会員権販
売委託、役
員の兼任

資金の借入
※２

85,000
長期借入金
※２

135,000

利息の支払
※２

453 ― ―

管理委託手
数料の受
取※３

189,000 ― ―

年会費管理
業務代行手
数料の支
払※４

136,000 ― ―

 

※１　当社のその他の関係会社であるリゾートトラスト株式会社が議決権の100％を直接所有しております。
※２　資金の借入利率については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。
※３　ゴルフ場の所有・管理に係る公租公課、地代家賃等を勘案して合理的に決定しております。
※４　年会費収入を勘案し合理的に決定しております。

 
(4) 財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人の場合に限る。）等

該当事項はありません。
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２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

該当事項はありません。

 
(2) 重要な関連会社の要約財務情報

 (単位：千円)

 ㈱メイプルポイントゴルフクラブ

流動資産合計 119,264

固定資産合計 4,383,717

  

流動負債合計 218,253

固定負債合計 732,121

  

純資産合計 3,552,606

  

売上高 906,227

税引前当期純利益 72,521

当期純利益 65,488
 

 
当事業年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）

１　関連当事者との取引

(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等に限る。）等
 

種類
会社等の
名称
又は氏名

所在地
資本金
又は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有(被所
有)割合
(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社

リゾートト
ラスト㈱

名古屋市
中区

19,590,346

会員制リ
ゾートホテ
ル会員権の
販売、ホテ
ルの運営

(被所有)
直接 4.4
間接 0.0

リゾートト
ラストグ
ループ会社
間取引の資
金決済、
リース取
引、及び役
員の兼任

資金決済
※１

54,497
未収入金
※１

2,205

リース債務
の返済
※２

4,115
リース債
務※２

4,196

利息の支払

※２
1,473

長期リース
債務
※２

67,856

 

※１　グループ会社間取引を精算したものであります。
※２　市場価格を勘案して一般取引条件と同様に決定しております。

 
(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

該当事項はありません。

 
(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等
 

種類
会社等の
名称
又は氏名

所在地
資本金
又は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有(被所
有)割合
(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社の
子会社

リゾートト
ラストゴル
フ事業㈱
※１

名古屋市
中区

100,000
ゴルフ場
の経営

―

経理、総務
業務の委託
及び経営指
導の委託、
資金の預
入、ゴルフ
場の運営委
託及びゴル
フ会員権販
売委託、役
員の兼任

資金の借入
※２

50,000
長期借入金
※２

185,000

利息の支払
※２

1,935 ― ―

管理委託手
数料の受
取※３

181,000
売掛金
※３

2,200

年会費管理
業務代行手
数料の支
払※４

136,000 ― ―

 

※１　当社のその他の関係会社であるリゾートトラスト株式会社が議決権の100％を直接所有しております。
※２　資金の借入利率については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。
※３　ゴルフ場の所有・管理に係る公租公課、地代家賃等を勘案して合理的に決定しております。
※４　年会費収入を勘案し合理的に決定しております。
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(4) 財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人の場合に限る。）等

該当事項はありません。

 
２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

該当事項はありません。

 
(2) 重要な関連会社の要約財務情報

 (単位：千円)

 ㈱メイプルポイントゴルフクラブ

流動資産合計 155,682

固定資産合計 4,437,825

  

流動負債合計 270,219

固定負債合計 701,557

  

純資産合計 3,621,731

  

売上高 943,215

税引前当期純利益 27,361

当期純利益 69,124
 

 
（１株当たり情報）

 

 
前事業年度

（2025年３月31日）
当事業年度

（2026年３月31日）

(1) １株当たり純資産額 △233,227円63銭 △231,896円22銭
 

 

 
前事業年度

（自　2024年４月１日
　　至　2025年３月31日）

当事業年度
（自　2025年４月１日
　　至　2026年３月31日）

(2) １株当たり当期純利益 718円11銭 1,331円41銭

（算定上の基礎）   

当期純利益(千円) 34,728 64,044

普通株主に帰属しない金額(千円) 403 403

（うち優先配当額(千円)） (403) (403)

普通株式に係る当期純利益(千円) 34,325 63,641

普通株式の期中平均株式数(株) 47,800 47,800
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。
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⑤ 【附属明細表】

【有価証券明細表】

【株式】

銘柄 株式数(株) 貸借対照表計上額(千円)

投資有価

証券

その他

有価証券

㈱グレイスヒルズカントリー倶楽部 3,998 26,616

多治見クラシック㈱ 2,500 18,162

岡崎クラシック㈱ 887 12,622

㈱オークモントゴルフクラブ 7,210 6,008

ジャパンクラシック㈱ 1,200 1

計 15,795 63,411
 

 
【有形固定資産等明細表】

 

資産の種類
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(千円)

当期末残高
(千円)

当期末減価
償却累計額
又は償却累
計額
(千円)

当期償却額
(千円)

差引当期末
残高
(千円)

有形固定資産        

建物 275,272 3,270 ― 278,543 62,016 16,114 216,527

構築物 208,593 90,380 ― 298,974 145,124 9,335 153,849

機械及び装置 113,084 15,830 1,641 127,273 57,111 13,161 70,161

車両運搬具 63,569 22,394 ― 85,964 51,691 12,712 34,273

工具、器具及び備品 25,010 2,680 ― 27,690 21,443 1,700 6,247

コース勘定 3,712 31,597 ― 35,310 ― ― 35,310

リース資産 101,998 12,201 ― 114,199 30,337 12,282 83,861

有形固定資産計 791,242 178,354 1,641 967,955 367,724 65,306 600,230
 

(注)　当期増加額のうち主なものは、次のとおりであります。
構築物 ゴルフ場 井戸 45,684千円
 

 
【社債明細表】

該当事項はありません。

 
【借入金等明細表】

     

区分
当期首残高
(千円)

当期末残高
(千円)

平均利率
(％)

返済期限

１年以内に返済予定のリース債務 10,743 13,523 1.89 ―

長期借入金
（１年以内に返済予定のものを除く）

135,000 185,000 1.55
2029年４月30日～

2069年３月31日

リース債務
（１年以内に返済予定のものを除く）

83,994 82,491 2.26
2027年４月30日～

2041年３月31日

合計 229,737 281,015 ― ―
 

(注) １　「平均利率」については、期末残高に対する加重平均利率を記載しております。
２　長期借入金及びリース債務（１年以内に返済予定のものを除く）の貸借対照表日後５年内の返済予定額は以
下のとおりであります。

区分
１年超２年以内
(千円)

２年超３年以内
(千円)

３年超４年以内
(千円)

４年超５年以内
(千円)

長期借入金 ― ― 4,625 4,625

リース債務 10,181 8,587 8,009 5,486
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【引当金明細表】
 

区分
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
（目的使用）
(千円)

当期減少額
（その他）
(千円)

当期末残高
(千円)

貸倒引当金 12,267,813 145 ― 78,713 12,189,244
 

(注)　貸倒引当金の「当期減少額（その他）」欄の金額は、貸倒懸念債権について回収可能性を検討した結果に基づ
く戻入額及び債権回収による戻入額であります。

 
【資産除去債務明細表】

該当事項はありません。

 
(2) 【主な資産及び負債の内容】

① 現金及び預金
 

区分 金額(千円)

預金  

　普通預金 51,819

合計 51,819
 

 
② 売掛金

(イ) 相手先別内訳
 

相手先 金額(千円)

会員 8,417

リゾートトラストゴルフ事業㈱ 2,200

合計 10,617
 

 
(ロ) 売掛金の発生及び回収並びに滞留状況
 

当期首残高
(千円)
 
(Ａ)

当期発生高
(千円)
 
(Ｂ)

当期回収高
(千円)
 
(Ｃ)

当期末残高
(千円)
 
(Ｄ)

回収率(％)
 

(Ｃ)
×100

(Ａ)＋(Ｂ)
 

滞留期間(日)
(Ａ)＋(Ｄ)
２
(Ｂ)
365

 

8,052 163,344 160,779 10,617 93.8 20.9
 

 
③ 差入保証金
 

相手先 金額(千円)

ジャパンクラシック㈱ 16,425,900

合計 16,425,900
 

 
(3) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】
 

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 毎決算期の翌日から３ヶ月以内

基準日 ３月31日

株券の種類
１株券　２株券　４株券　10株券　50株券　78株券　100株券　156株券　312株券
1,000株券

剰余金の配当の基準日 ３月31日

１単元の株式数 ―

株式の名義書換え  

　　取扱場所 愛知県豊田市月原町黒木１番地１　　㈱セントクリークゴルフクラブ

　　株主名簿管理人 ―

　　取次所 ―

　　名義書換手数料 無料

　　新券交付手数料 当社所定の金額

単元未満株式の買取り  

　　取扱場所 ―

　　株主名簿管理人 ―

　　取次所 ―

　　買取手数料 ―

公告掲載方法 官報

株主に対する特典
当社の優先株式１株以上、又は普通株式78株以上を所有する株主は、クラブ規約に基づく
当社の運営するゴルフ場の会員となる資格を有しております。

 

(注)　当社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を要します。
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第７ 【提出会社の参考情報】

 

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社は上場会社ではないため、金融商品取引法第24条の７第１項の適用がありません。

 

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1) 有価証券報告書及びその添付書類

事業年度　第24期（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）2025年６月27日東海財務局長に提出。

 
(2) 半期報告書

第25期中（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）2025年12月25日東海財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書
 

 

 

2026年６月25日

株式会社セントクリークゴルフクラブ

取締役会　御中

 
篠藤公認会計士事務所

 

大阪府大阪市
 

公認会計士 篠　藤　敦　子  
 

 
監査意見

私は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式

会社セントクリークゴルフクラブの2025年４月１日から2026年３月31日までの第25期事業年度の財務諸表、すなわち、

貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附

属明細表について監査を行った。

私は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社セント

クリークゴルフクラブの2026年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 
監査意見の根拠

私は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における私の責

任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。私は、我が国における職業倫理に関する規定に従っ

て、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。私は、意見表明の基礎とな

る十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 
その他の記載内容

その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、財務諸表及びその監査報告書以外の情報である。経営

者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役の責任は、その他の記載内容の報告プロセ

スの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

私の財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、私はその他の記載内容に対して意見

を表明するものではない。

財務諸表監査における私の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と財務諸表

又は私が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外に

その他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

私は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告すること

が求められている。

その他の記載内容に関して、私が報告すべき事項はない。

 
財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうかを

評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要

がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

EDINET提出書類

株式会社セントクリークゴルフクラブ(E04723)

有価証券報告書

44/45



 

財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示が

ないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明すること

にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決

定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家と

しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続

を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切

な監査証拠を入手する。

・ 財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の

実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及

び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結

論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に

注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外

事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいてい

るが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかど

うかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計

事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備

を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

 
利害関係

会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上　

 
※１　上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出会

社）が別途保管しております。
　２　ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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